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【手続補正書】
【提出日】平成22年9月10日(2010.9.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　陰極板と蛍光板とを有する表示パネルと、駆動回路とを有する画像表示装置であって、
　前記陰極板は、複数の電子放出素子と、互いに平行な複数の走査線と前記走査線に直交
する互いに平行な複数のデータ線とを有し、
　前記電子放出素子は上部電極と電子加速層と下部電極とを有し、前記上部電極の一部が
電子放出領域を構成し、前記上部電極と前記下部電極の間に電圧を印加することで前記電
子放出領域から電子を放出する薄膜電子源であり、
　前記陰極板は、複数の偏向電極を有すると共に、隣り合う前記偏向電極の内端間の距離
を２等分する位置を中心線とし、前記電子放出領域が前記中心線を含まないように配置さ
れることを特徴とする画像表示装置。
【請求項２】
　前記偏向電極は、前記電子放出領域より高い位置に配置されることを特徴とする請求項
１に記載の画像表示装置。
【請求項３】
　前記偏向電極の最高部位の高さは、前記電子放出領域の最高部位の高さよりも２μｍ以
上高い位置に配置されることを特徴とする請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項４】
　前記偏向電極は、カラー表示のサブ画素の周期で配置されることを特徴とする請求項１
に記載の画像表示装置。
【請求項５】
　前記偏向電極は、前記走査線と平行な方向の軸に沿って周期的に配置されることを特徴
とする請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項６】
　前記偏向電極は、前記データ線と平行な方向の軸に沿って周期的に配置されることを特
徴とする請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項７】
　前記偏向電極は、前記走査線に電気的に接続されたことを特徴とする請求項１に記載の
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画像表示装置。
【請求項８】
　前記偏向電極は、前記走査線と同一の材料で構成されることを特徴とする請求項１に記
載の画像表示装置。
【請求項９】
　前記陰極板はコンタクト電極を有し、
　前記コンタクト電極は前記走査線に電気的に接続され、且つ前記上部電極と電気的に接
続されると共に、前記電子放出領域を構成する辺のうちの長い方の長辺に沿って配置され
ることを特徴とする請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項１０】
　前記駆動回路から前記複数の走査線のうちの選択された走査線に走査パルスが印加され
た期間において、前記選択された走査線に接続された電子放出素子に隣接する走査線に偏
向パルスが印加される構成を有することを特徴とする請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項１１】
　前記駆動回路から走査線に印加される電圧で、前記走査パルスの電圧をＶｓ、選択され
ていない走査線に印加される電圧をＶｎｓ、前記偏向パルスの電圧をＶｄｅｆとするとき
、
　（Ｖｓ－Ｖｄｅｆ）の絶対値は（Ｖｓ－Ｖｎｓ）の絶対値よりも大きいことを特徴とす
る請求項１０に記載の画像表示装置。
【請求項１２】
　前記蛍光板は蛍光体と加速電極を有し、前記放出された電子が蛍光体を励起発光させる
ことで画像を表示する如く構成され、
　前記蛍光体の中心点と前記電子放出領域の中心とをずらして配置したことを特徴とする
請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項１３】
　前記蛍光板は蛍光体と加速電極を有し、前記放出された電子が蛍光体を励起発光させる
ことで画像を表示する如く構成され、
　前記蛍光板上の構成物と前記陰極板上の構成物を投影した投影平面において、前記電子
放出領域は前記蛍光体を形成した領域と重ならないように配置されることを特徴とする請
求項１に記載の画像表示装置。
【請求項１４】
　前記蛍光板は蛍光体とブラックマトリクスと加速電極を有し、前記放出された電子が蛍
光体を励起発光させることで画像を表示する如く構成され、
　前記蛍光板上の構成物と前記陰極板上の構成物を投影した投影平面において、前記電子
放出領域は前記ブラックマトリクスに含まれるように配置されることを特徴とする請求項
１に記載の画像表示装置。
【請求項１５】
　陰極板と蛍光板とを有する表示パネルと、駆動回路とを有する画像表示装置であって、
　前記陰極板は，複数の電子放出素子と，互いに平行な複数の走査線と前記走査線に直交
する互いに平行な複数のデータ線とを有し、
　前記電子放出素子は、上部電極と電子加速層と下部電極とを有し、前記上部電極の一部
が電子放出領域を構成し、前記上部電極と前記下部電極の間に電圧を印加することで前記
電子放出領域から電子を放出する薄膜電子源であり、
　前記電子放出領域と前記蛍光板との間に遮蔽電極が設置されており、
　前記電子放出領域のパターンと前記遮蔽電極のパターンとを投影した投影平面図におい
て，前記電子放出領域は前記遮蔽電極に含まれるように配置したことを特徴とする画像表
示装置。
【請求項１６】
　陰極板と蛍光板とを有する表示パネルと，駆動回路とを有する画像表示装置であって，
　前記陰極板は，複数の電子放出素子と，互いに平行な複数の走査線と前記走査線に直交
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する互いに平行な複数のデータ線とを有し，
　前記電子放出素子は第1の電極と第2の電極を有し，前記第1の電極は前記走査線に電気
的に接続され，前記第2の電極は前記データ線に電気的に接続され，
　前記電子放出素子は電子放出領域を有し，前記第１の電極と前記第２の電極の間に電圧
を印加すると前記電子放出領域から電子を放出し，
　前記蛍光板は蛍光体と加速電極を有し，前記放出された電子が蛍光体を励起発光させる
ことで画像を表示する画像表示装置であって，
　前記蛍光板上の構成物と前記陰極板上の構成物を投影した投影平面図において，前記電
子放出領域は前記蛍光体を形成した領域と重ならないように配置したことを特徴とする画
像表示装置。
【請求項１７】
　前記蛍光板は蛍光体と加速電極に加えてブラックマトリクスを有し、
　前記蛍光板上の構成物と前記陰極板上の構成物を投影した投影平面において、前記電子
放出領域が前記ブラックマトリクスに含まれるように配置したことを特徴とする請求項１
６に記載の画像表示装置。
【請求項１８】
　前記電子放出素子は，上部電極と電子加速層と下部電極とを有し，前記上部電極の一部
が前記電子放出領域を構成し，前記上部電極と前記下部電極の間に電圧を印加すると前記
電子放出領域から電子を放出する薄膜電子源であることを特徴とする請求項１６又は１７
に記載の画像表示装置。
【請求項１９】
 前記走査線には片側に第１のビーム偏向電極が接続されており，反対側には第２のビー
ム偏向電極が接続されており，
 前記電子放出素子からの電子放出時には，前記電子放出領域近傍の前記第１のビーム偏
向電極と前記第２のビーム偏向電極とが異なる電圧であることを特徴とする請求項１６に
記載の画像表示装置。
【請求項２０】
 前記陰極板は，複数の偏向電極を有すると共に，隣り合う前記偏向電極の内端間の距離
を２等分する位置を中心線とし，前記電子放出領域が前記中心線を含まないように配置さ
れることを特徴とする請求項１６に記載の画像表示装置。
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